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６月定例議会の審査結果、
　　　　　  行政視察受け入れ
委員会スポット
一般質問（６名が登壇）
一般質問その後どうなった？

　平成30年6月30日に、

南知多町と下諏訪町が

姉妹都市提携を締結し

ました。
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６月定例会
　６月定例議会は６月12日から11日間の会期で開催し、「南知多町税条例の一部を改
正する条例について」始め議案24件を審議しました。
　初日は、「専決処分の承認を求めることについて（南知多町税条例等の一部を改正する
条例について）」 始め19議案を承認・可決・同意。二日目は、一般質問に６議員が登壇。
　最終日は５議案を採決し、６月22日に閉会しました。
　採決の結果は、以下のとおりです。

《６月12日採決》

件　　　名 結 果

山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　
保

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

吉
原
一
治

松
本
　
保

榎
戸
陵
友

石
黒
充
明

承認

承認

承認

可決

可決

可決

同意

同意

同意

同意

可決

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町税条例等の一部を改正する
　条例について）

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町都市計画税条例の一部を改
　正する条例について）

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町国民健康保険税条例の一部
　を改正する条例について）

新たに土地が生じたことの確認につい
て（大字篠島）

公有水面の埋立てに伴う字の区域の変
更について（大字篠島）

人権擁護委員の推薦について

固定資産評価審査委員会委員の選任同
意について　　3件

教育委員会委員の任命同意について

農業委員会委員に占める認定農業者等
又はこれらに準ずる者の割合を４分の
１以上とすることの同意について

農業委員会委員の任命同意について　
　7件

工事請負契約の締結について
（日間賀島渡船施設整備工事）

議
　
　
　
　
　
案
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日間賀島 島内案内の様子

日間賀島での意見交換会

役場での意見交換会

　【
日
間
賀
島
の
漁
業
と
観
光
の
共
生
に
つ
い
て
】

　

平
成
30
年
６
月
28
・
29
日
、
山
口
県
離
島
振
興
市
町
議
会
議
長
会
福
田
会
長
始
め

６
名
が
、
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
議
会
か
ら
は
、
28
日
は
鈴
木
総
務
建
設
委
員
長
が
出
席
し
、
日
間
賀
島
観
光
協

会
の
斉
藤
副
会
長
と
、
日
間
賀
島
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
宮
地
会
長
よ
り
島
内
の
案

内
や
、
日
間
賀
島
の
漁
業
と
観
光
の
共
生
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
だ
い
た
あ
と
、

質
疑
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

29
日
は
、藤
井
議
長
が
出
席
し
、地
域
振
興
課
職
員
よ
り
、町
の
概
要
の
説
明
の
あ
と
、

離
島
で
の
課
題
な
ど
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
内
田
佐
七
家
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

《６月22日採決》

件　　　名

※ ○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

結 果

山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　
保

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

吉
原
一
治

松
本
　
保

榎
戸
陵
友

石
黒
充
明

議
　
　
　
案

〜
他
市
町
村
行
政
視
察
の
受
け
入
れ
〜

可決

可決

可決

可決

可決

南知多町税条例の一部を改正する条例
について

南知多町都市計画税条例の一部を改正
する条例について

南知多町営住宅の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例について

南知多町介護保険条例の一部を改正す
る条例について

平成30年度南知多町一般会計補正予算
（第１号）

よ
う
こ
そ
南
知
多
町
へ
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介
護
保
険
法
施
行
令
の
改

　
　

正
は
、
長
期
譲
渡
所
得
及

び
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
特
別

控
除
額
を
控
除
す
る
見
直
し
と
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を

控
除
す
る
見
直
し
の
２
つ
が

あ
っ
た
が
、
後
者
の
公
的
年
金

等
に
係
る
雑
所
得
を
控
除
す
る

見
直
し
に
係
る
南
知
多
町
介
護

保
険
条
例
の
改
正
点
は
な
い
の

か
。

　　

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

　
　

分
の
介
護
保
険
法
施
行
令

の
改
正
で
は
、
介
護
保
険
料
の

所
得
段
階
の
判
定
に
お
い
て
長

期
譲
渡
所
得
及
び
短
期
譲
渡
所

得
に
係
る
特
別
控
除
額
並
び
に

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を

控
除
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

平
成
30
年
８
月
１
日
施
行
分
で

は
、
自
己
負
担
割
合
及
び
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
所
得
段
階

の
判
定
に
お
い
て
、
介
護
保
険

料
に
つ
い
て
の
見
直
し
と
同
趣

旨
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。

も
の
で
あ
る
。

◆
南
知
多
町
介
護
保
険
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て

　　

所
得
段
階
判
定
に
係
る
改

　
　

正
に
伴
う
影
響
額
及
び
件

数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　　

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

　
　

分
の
介
護
保
険
法
施
行
令

の
改
正
で
は
、
介
護
保
険
料
の

所
得
段
階
の
判
定
に
お
い
て
、

３
件
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
２
件
は
、

第
８
段
階
の
年
額
９
万
円
か
ら

第
６
段
階
の
年
額
７
万
２
千
円

と
な
り
、
他
の
１
件
は
、
第
12

段
階
の
年
額
12
万
円
か
ら
第
６

段
階
の
年
額
７
万
２
千
円
と
な

る
。
ま
た
、
平
成
30
年
８
月
１

日
施
行
分
の
介
護
保
険
法
施
行

令
の
改
正
で
は
、
自
己
負
担
割

合
及
び
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
所
得
段
階
の
判
定
に
お
い
て
、

影
響
は
な
い
。

問

問

答

答

　　

地
権
者
が
、
公
共
的
な
施

　
　

設
の
整
備
又
は
管
理
を
自

ら
行
う
た
め
、
地
権
者
同
士
が

締
結
し
た
立
地
誘
導
促
進
施
設

協
定
の
対
象
と
な
る
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
の
施
設
で
あ
る
。

　　

課
税
停
止
と
な
っ
て
い
る

　
　

都
市
計
画
税
条
例
は
改
正

の
必
要
が
あ
る
の
か
。

　　

平
成
15
年
度
よ
り
都
市
計

　
　

画
税
を
課
税
停
止
し
て
い

る
が
、
地
方
税
法
等
の
改
正
の

都
度
、
条
例
改
正
を
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
る
。

◆
南
知
多
町
営
住
宅
の
設
置
及

　

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　

て
　　

今
回
改
正
の
趣
旨
は
何
か
。

　　

認
知
症
患
者
な
ど
の
入
居

　
　

者
が
、
収
入
の
申
告
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

収
入
申
告
を
求
め
ず
、
町
が
官

公
署
に
お
け
る
必
要
な
書
類
の

閲
覧
な
ど
に
よ
り
把
握
し
た
収

入
に
基
づ
き
、
家
賃
を
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

条
例
関
係

　
◆
南
知
多
町
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　　

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法

　
　

に
基
づ
き
中
小
企
業
が
取

得
す
る
償
却
資
産
に
係
る
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
額
の
特
例

割
合
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。

　　

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

　
　

額
の
特
例
割
合
を
ゼ
ロ
と

す
る
と
い
う
の
は
、
結
果
、
対

象
償
却
資
産
の
固
定
資
産
税
額

を
ゼ
ロ
と
す
る
も
の
で
、
納
税

者
に
有
利
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

◆
南
知
多
町
都
市
計
画
税
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

　　

都
市
再
生
特
別
措
置
法
に

　
　

規
定
す
る
立
地
誘
導
促
進

施
設
と
は
何
か
。

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

問問 答

問問 答答答



区
か
ら
次
年
度
申
請
に
向
け
た
相

談
を
受
け
て
い
る
。

　　

こ
の
助
成
金
は
、
地
区
か

　
　

ら
の
要
望
を
受
け
て
町
が

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
申
請
す

る
も
の
な
の
か
。

　　

地
区
か
ら
の
要
望
を
受
け

　
　

て
申
請
を
行
う
。
た
だ
し
、

町
と
し
て
は
、
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
地
区
を
優
先
し
て

申
請
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　

補
助
金
の
う
ち
、
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
は
ど
の
よ
う

な
も
の
に
つ
か
え
る
の
か
。

　　

事
業
に
は
実
施
要
綱
が
定

　
　

め
て
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
直
接
必
要
な
備
品
等
の

整
備
に
関
す
る
事
業
に
要
す
る

経
費
が
対
象
と
な
る
。

　　

今
回
補
正
す
る
事
業
費
の

　
　

内
訳
で
主
に
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
。

　　

主
な
も
の
と
し
て
、Ａ
３
モ
ノ

　
　

ク
ロ
複
合
機
、
折
り
た
た
み

テ
ー
ブ
ル
、
折
り
た
た
み
パ
イ
プ

イ
ス
等
を
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
保

険
法
を
始
め
関
係
各
法
令
等
に

基
づ
き
運
営
す
る
の
で
、
改
正

後
の
介
護
保
険
法
施
行
に
基
づ

く
所
得
段
階
の
判
定
は
施
行
日

以
降
に
実
施
さ
れ
る
が
、
平
成

30
年
８
月
１
日
施
行
分
の
介
護

保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う

南
知
多
町
介
護
保
険
条
例
へ
の

影
響
は
、
引
用
条
項
の
変
更
の

み
と
な
る
。

◆
平
成
30
年
度
南
知
多
町
一
般

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　

補
助
金
の
う
ち
、
地
域
防

災
組
織
育
成
事
業
の
こ
れ
ま
で

の
交
付
状
況
と
今
後
の
予
定
は

ど
う
か
。

　　

平
成
17
年
度
以
降
、
日
間
賀

　
　

島
地
区
、
篠
島
地
区
、
師
崎

地
区
、
内
海
・
山
海
地
区
、
篠
島

地
区
の
順
に
交
付
し
て
お
り
、
今

年
度
は
大
井
地
区
と
片
名
地
区
へ

交
付
し
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

豊
浜
・
豊
丘
地
区
と
日
間
賀
島
地

問答

問問問 答答答

予
算
関
係

ここが聞きたい！
6月13日　6人が質問に立った。
議員一人につき、質問・答弁を含め60分以内。

一般質問とは、議員が、町の行政全般にわたり、町長を始めとする執行機関
に対して行う質問を、一般質問といいます。

5 H30. 8 .  1

・人間ドック助成事業について問う
・エキノコックス対策について
・暫定用途地域解消について
・『知の拠点整備構想』のその後と今後の産業育成について
・南知多の観光業と観光協会について
・麻しん（はしか）の流行と対策について
・学校の統合について
・風水害時の対応について
・太陽光発電設備の設置に対して指導要綱・条例設置について
・小型風力発電計画へのガイドラインや条例設置について
・空港沖の埋立計画について
・ファミリー・サポート・センターの早期設置について

榎 戸 陵 友

片 山 陽 市

鈴 木 浩 二

山 本 優 作

服 部 光 男

内 田 　保

１

２

３

４

５

６

一  般
質  問
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エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
対

策
に
つ
い
て

一般質問

　
　

本
年
度
、
国
民
健
康
保

　
　

険
加
入
者
を
対
象
に
人

間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
開
始
し
、

先
着
１
６
０
名
に
基
本
料
金

の
７
割
分
を
負
担
す
る
。
近

隣
自
治
体
に
お
け
る
人
間

ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
実
施
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
補
助

率
は
ど
う
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

平
成
30
年
度
に
実
施
を

予
定
し
て
い
る
の
は
、
本
町

の
他
、
常
滑
市
約
２
万
円
、

東
浦
町
１
万
円
、
阿
久
比
町

男
性
１
万
６
２
０
０
円
女
性

１
万
８
３
６
０
円
、
美
浜
町

１
万
１
６
０
０
円
で
あ
る
。

　
　

予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

ま
た
、
定
員
１
６
０
名

に
基
本
料
金
の
７
割
分
を
町

が
助
成
す
る
根
拠
は
何
か
。

　
　
田
中
厚
生
部
長

　
　

予
算
額
は
、
人
間
ド
ッ

ク
委
託
料
の
３
２
４
万
円
で

あ
る
。
根
拠
は
平
成
19
年
度

ま
で
基
本
料
金
の
約
７
割
で

２
万
２
０
０
０
円
を
助
成
し

て
い
た
こ
と
。
ま
た
、
一
般

的
な
保
険
診
療
の
負
担
割
合

も
７
割
で
あ
る
。
定
員
に
つ

い
て
は
、
予
算
の
財
源
を
考

慮
し
つ
つ
60
名
増
員
し
た
。

　
　

こ
の
事
業
の
目
的
は
ど

　
　

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

定
期
的
に
受
診
す
る
こ

と
に
よ
り
、
健
康
に
関
心
を

持
ち
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
、
重
症
化
の
予
防

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
将
来

的
に
、
医
療
費
の
抑
制
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

人
間
ド
ッ
ク
申
し
込
み

　
　

の
受
け
付
け
状
況
は
、

期
間
が
７
か
月
も
あ
る
の
に

わ
ず
か
２
日
間
く
ら
い
で
定

員
に
達
し
た
よ
う
だ
が
、
期

間
は
ど
の
よ
う
に
決
め
た
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

申
込
期
間
は
、
定
員
を

60
名
増
員
し
た
た
め
、
定
員

に
満
た
な
い
ケ
ー
ス
を
想
定

し
、
長
め
に
設
定
し
た
が
、

予
想
外
に
反
響
が
大
き
く
、

受
付
初
日
の
午
前
11
時
頃
に

定
員
に
達
し
た
。
15
名
の

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
受
け
て

い
る
。

　
　

今
後
は
、
抽
選
を
行
う

　
　

と
か
、
公
平
で
合
理
的

な
受
付
方
法
を
考
慮
し
て
は

ど
う
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

他
市
町
の
受
付
方
法
等

を
参
考
に
し
、
受
診
機
会
の

公
平
性
を
保
つ
に
は
ど
の
よ

う
な
受
付
方
法
に
し
た
ら
良

い
か
検
討
す
る
。

　
　

こ
の
助
成
事
業
の
定
員

　
　

を
今
後
、
追
加
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

今
年
度
の
追
加
募
集
は

困
難
だ
が
、
来
年
度
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

増
員
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

南
知
多
町
と
知
多
市
、

　
　

阿
久
比
町
で
捕
獲
し
た

３
頭
の
野
犬
か
ら
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
が
検
出
さ
れ
た
。

人
が
感
染
す
る
と
10
年
ほ
ど

の
潜
伏
期
間
を
経
て
、
肝
機

能
不
全
を
起
こ
し
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
る
。
町
で
は
、
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

野
山
へ
出
か
け
帰
っ
た

時
、
よ
く
手
を
洗
う
こ
と
な

ど
で
、
適
切
に
予
防
す
れ
ば

人
へ
の
感
染
を
心
配
す
る
必

要
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

大
井
地
区
に
は
、
野
犬

　
　

の
他
に
キ
ツ
ネ
な
ど
も

生
息
し
て
い
る
が
、
こ
の
様

な
野
生
動
物
の
捕
獲
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

法
律
に
よ
り
捕
獲
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
た
め
予
定
は

な
い
。

　
　

南
知
多
町
の
農
業
や
観

　
　

光
業
な
ど
、
風
評
被
害

の
情
報
は
な
い
か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　

特
に
は
な
い
。

問

問問

問問問

問 答答

答

答答

問問 答 答答

答

榎戸陵友議員

Ｑ 人間ドック助成事業を今後、追加する
　 ことを考えているか
Ａ 来年度については、財政状況により
　 増員を検討する

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事

業
に
つ
い
て
問
う
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暫
定
用
途
地
域
解
消

に
つ
い
て

　
　

愛
知
県
が
策
定
し
た
暫

　
　

定
用
途
地
域
を
解
消
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
通
達
さ

れ
て
か
ら
２
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
が
、
検
討
あ
る
い

は
議
論
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　

愛
知
県
と
解
消
方
法
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

今
年
９
月
頃
に
は
、
土
地
所

有
者
に
対
し
て
、
説
明
会
や

ア
ン
ケ―

ト
調
査
を
実
施
し

た
い
。
ま
た
、　

都
市
計
画

審
議
会
に
お
い
て
も
検
討
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。　

　
　

第
１
種
住
居
地
域
に
変

　
　

更
で
き
た
場
合
、
あ
る

い
は
、
市
街
化
調
整
区
域
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
そ
れ

ぞ
れ
の
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　

暫
定
用
途
地
域
は
、
建

ぺ
い
率
30
％
、
容
積
率
50
％
、

高
さ
制
限
10
メ
ー
ト
ル
の
第

１
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の

こ
と
で
、
第
１
種
住
居
地
域

に
変
更
で
き
た
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
建
ぺ
い
率
60
％
、

容
積
率
２
０
０
％
と
、
高
さ

制
限
が
な
く
な
る
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
、
面
的
整
備
に
伴

う
費
用
負
坦
や
土
地
の
減
歩
、

道
路
整
備
等
に
伴
う
土
地
利

用
の
規
制
が
か
か
る
。
ま
た
、

固
定
資
産
の
税
負
坦
が
重
く

な
る
。
市
街
化
調
整
区
域
に

な
っ
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

固
定
資
産
の
税
負
坦
が
軽
く

な
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
原

則
と
し
て
建
築
物
の
建
築
が

で
き
な
く
な
る
。

　
　

山
海
地
区
の
暫
定
用
途

　
　

地
域
は
、
海
岸
沿
い
に

あ
り
、
津
波
が
想
定
さ
れ
る

地
域
に
高
さ
制
限
を
設
け
る

の
は「
お
か
し
い
」と
思
う
が
、

何
か
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　

山
海
地
区
の
暫
定
用
途

地
域
を
解
消
す
る
際
は
、
津

波
の
影
響
も
含
め
て
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　

平
成
30
年
４
月
よ
り

　
　
「
田
園
住
居
地
域
」
と

い
う
13
番
目
の
用
途
地
域
が

新
設
さ
れ
た
が
、
本
町
に
お

い
て
定
め
る
準
備
は
さ
れ
て

い
る
か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　
「
田
園
住
居
地
域
」
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
都

市
計
画
運
用
指
針
に
お
い
て
、

住
宅
地
を
形
成
す
る
地
域
に

つ
い
て
は
、
低
層
住
宅
と
農

地
が
混
在
し
、
よ
り
良
い
居

住
環
境
と
営
農
環
境
を
形
成

す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
は
、

田
園
住
居
地
域
を
定
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
は
、
該

当
す
る
地
域
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問問

問問

答答

答

答

一般質問

Ｑ 暫定用途地域の解消について
Ａ 解消方法や住民への周知方法を
　 県と検討中

片山陽市議員

内海地区都市計画図

暫定用途地域

土地区画整理等による面整備
に備えて暫定的に土地利用を
厳しく抑制した地域のこと。
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国
際
大
学
の
招
致
計
画

　
　
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　

田
中
企
画
部
長 
　
　

平
成
26
年
度
に
南
知
多

町
が
こ
の
構
想
に
関
わ
る
方

法
と
し
て
、
地
方
独
立
行
政

法
人
を
設
立
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
調
査
、

研
究
の
結
果
、
困
難
で
あ
る

と
判
断
し
、
断
念
し
た
。

　
　
企
業
誘
致
は
そ
の
後
、

　
　
進
行
し
て
い
る
か
。

　
　

田
中
企
画
部
長

　
　

現
在
、
大
規
模
な
開
発

行
為
を
伴
う
よ
う
な
大
学
、

企
業
等
の
進
出
、
立
地
の
相

談
は
受
け
て
い
な
い
。
ま
た
、

町
と
し
て
も
、
企
業
進
出
に

係
る
用
地
確
保
が
難
し
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

企
業
の
誘
致
活
動
は
進
ん
で

い
な
い
。

　
　
町
長
は
今
後
、
町
の
産

　
　
業
や
新
し
い
起
業
の
支

援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　

石
黒
町
長

　
　

豊
か
な
海
の
幸
、
山
の

幸
と
い
う
こ
の
町
の
特
性
に

根
差
し
た
地
場
産
業
を
守
り

育
て
て
い
く
。新
し
い
起
業
・

創
業
に
つ
い
て
も
、
こ
の
町

の
強
み
を
生
か
し
、
こ
の
特

性
を
調
和
し
た
産
業
の
立
地

を
各
種
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
応
援
し
て
い
く
。

　
　
現
在
の
観
光
協
会
の
独

　
　
立
、
法
人
化
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　

平
成
25
年
１
月
よ
り
、

民
間
か
ら
事
務
局
長
を
招
き
、

行
政
の
枠
に
縛
ら
れ
な
い
柔

軟
で
自
由
な
活
動
と
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
協
会

の
機
能
強
化
、
補
助
金
に
依

存
し
な
い
経
済
的
に
独
立
し

た
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。
第
二
種
旅
行
業
の
登

録
を
目
指
し
て
い
た
が
、
要

件
を
満
た
す
資
金
を
調
達
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
旅

行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
の
登
録

を
し
、
収
益
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
独
立
、
法
人
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
観
光
協
会
の
運
営
費
な

　
　
ど
、
町
か
ら
の
補
助
金

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　

平
成
30
年
度
の
予
算
と

し
て
、
観
光
協
会
の
運
営
を

支
援
す
る
補
助
金
と
し
て
１

５
９
７
万
１
千
円
、
観
光
協

会
各
支
部
に
観
光
宣
伝
補
助

金
３
２
６
万
５
千
円
、
海
水

浴
場
及
び
浴
客
安
全
対
策
費

補
助
金
９
４
０
万
４
千
円
が

あ
る
。

　
　
町
長
は
、
今
後
の
観
光

　
　
協
会
と
観
光
業
の
展
望

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　

石
黒
町
長

　
　

引
き
続
き
民
間
か
ら
の

事
務
局
長
に
よ
る
現
在
の
体

制
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
業
の
振
興
及
び
発
展
に

有
効
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

老
朽
化
す
る
観
光
施
設
の
更

新
に
つ
い
て
は
、
民
間
業
者

の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
。

H30. 8 .  1

Ｑ 国際大学の招致計画は、どうなっているか

Ａ 調査、研究の結果、困難であると
    断念した

『
知
の
拠
点
整
備
構
想
』

の
そ
の
後
と
今
後
の
産

業
育
成
に
つ
い
て

南
知
多
町
の
観
光
業
と

観
光
協
会
に
つ
い
て

問問問 答答

答 答

問 問

問

答 答

一般質問

鈴木浩二議員

南
知
多
町
観
光
案
内
所



麻
し
ん（
は
し
か
）の
流

行
と
対
策
に
つ
い
て

9

　
　

平
成
30
年
３
月
20
日
以

　
　

降
、
国
内
で
麻
し
ん
の

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
。
特

に
、
麻
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン
を

１
回
し
か
接
種
し
て
い
な
い

人
を
中
心
に
麻
し
ん
が
広

ま
っ
て
い
る
が
、
本
町
に
は

麻
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン
を
１
回

し
か
接
種
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
人
は
何
人
い
る
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

麻
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン
を

１
回
し
か
接
種
し
て
い
な
い

世
代
は
昭
和
52
年
４
月
２
日

生
ま
れ
か
ら
平
成
２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
あ
り
、

現
在
、
南
知
多
町
に
住
所
が

あ
る
方
は
平
成
30
年
５
月
25

日
時
点
で
２
０
９
３
人
い
る
。

そ
の
中
に
は
、
麻
し
ん
の
ワ

ク
チ
ン
を
任
意
接
種
し
た
方

も
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、

町
は
接
種
状
況
を
把
握
し
て

い
な
い
。

　
　

現
在
、
麻
し
ん
の
ワ
ク

　
　

チ
ン
が
不
足
し
て
お
り
、

町
民
が
各
自
で
麻
し
ん
の
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
病
院

を
探
す
こ
と
が
難
し
い
状
況

だ
が
、
町
と
し
て
何
か
支
援

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

麻
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
量
と
し
て
は
、
我
が
国

に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
定

期
接
種
に
対
応
す
る
量
が
大

部
分
で
あ
り
、
一
般
成
人
の

方
へ
の
予
防
接
種
に
対
応
で

き
る
量
は
限
ら
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

本
町
と
し
て
、
一
般
成
人
の

方
へ
の
予
防
接
種
に
対
応
で

き
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
情

報
収
集
な
ど
が
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
医

療
機
関
ご
と
に
ワ
ク
チ
ン
の

在
庫
状
況
が
日
々
変
動
す
る

こ
と
な
ど
も
あ
り
、
難
し
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
直
接
、

か
か
り
つ
け
医
で
ご
相
談
い

た
だ
く
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
「
あ
い
ち
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
」
を
参
照
し
、
該
当

の
医
療
機
関
へ
問
い
合
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
一
般
成
人
の

方
の
麻
し
ん
予
防
接
種
は
任

意
接
種
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
費
用
に
対
す
る
助
成
等

は
考
え
て
い
な
い
。

問問 答

答

一般質問

Ｑ 麻しん（はしか）のワクチンを接種できる
　 病院を探す支援ができないか
Ａ 町として対応することは難しい

山本優作議員

H30. 8 .  1

平
成
30
年
の
愛
知
県
内
の
麻
し
ん
患
者
発
生
報
告
状
況

（
平
成
30
年
６
月
11
日
時
点
）

平成 30 年の愛知県内の年齢帯別麻しん
患者数（平成 30 年 6 月 11 日時点）

※７月９日麻しんの感染
　拡大は、終息した。

検査確認日 患者住所 年齢 9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
1歳 2歳 10歳代 20歳代 30歳代

4月11日
4月21日
4月23日
4月23日
4月24日
4月24日
4月24日
4月24日
4月25日
4月25日
5月1日
5月1日
5月1日
5月1日
5月5日
5月5日
5月5日
5月11日
5月11日
5月11日
5月12日
5月12日
5月13日
5月18日
6月8日

10歳代
30歳代
10歳代
10歳代

1歳
20歳代
30歳代
20歳代
30歳代
30歳代
20歳代
20歳代
30歳代
20歳代
10歳代
10歳代
30歳代
20歳代

2歳
30歳代
10歳代
10歳代
20歳代
30歳代
20歳代

名古屋市
豊山町

名古屋市
名古屋市
東郷町

名古屋市
名古屋市
瀬戸市

名古屋市
東郷町

名古屋市
名古屋市
桑名市

名古屋市
名古屋市
名古屋市
東郷町

名古屋市
名古屋市
名古屋市
名古屋市
名古屋市
名古屋市
瀬戸市

名古屋市
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風
水
害
時
の
対
応
に
つ

い
て

一般質問

Ｑ 中学校の統合についての考え方は

Ａ 保護者のご意見を参考に検討し、
　 決定する

服部光男議員　　

　
　

少
子
高
齢
化
が
進
む
な

　
　

か
、
本
町
で
も
学
校
の

統
合
に
つ
い
て
は
、
過
去
に

い
く
つ
か
の
質
問
が
さ
れ
て

い
る
。
平
成
18
年
２
月
に
は
、

教
育
委
員
会
の
基
本
構
想
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

町
教
育
委
員
会
で
は「
１

中
５
小
の
基
本
構
想
」
を
策

定
し
て
い
る
が
、
保
護
者
な

ど
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

一
つ
の
中
学
校
と
す
る
か
、

両
島
を
残
し
た
、
三
つ
の
中

学
校
に
す
る
の
か
等
、
検
討

を
重
ね
た
う
え
で
決
定
し
て

行
き
た
い
。

　
　

数
年
後
に
一
つ
の
中
学

　
　

校
に
統
合
し
た
場
合
、

各
学
年
何
ク
ラ
ス
に
な
り
そ

う
か
。

　
　
山
下
教
育
部
長

　
　

５
年
後
の
予
測
で
は
、

中
学
１
年
生
が
１
１
０
人
で

４
ク
ラ
ス
、
２
年
生
が
１
１

８
人
で
３
ク
ラ
ス
、
３
年
生

が
１
３
１
人
で
４
ク
ラ
ス
の

見
込
み
で
あ
る
。

　
　

仮
に
中
学
校
を
統
合
し

　
　

た
場
合
の
学
校
の
場
所

に
つ
い
て
通
学
の
利
便
性
等

を
考
え
た
時
、
豊
浜
地
区
が

良
い
と
私
は
考
え
る
が
、
新

規
建
設
す
る
場
合
と
既
存
の

学
校
を
利
用
す
る
場
合
の
選

択
肢
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

新
た
に
中
学
校
を
建
設

す
る
場
合
、
施
設
等
充
実
し

た
教
育
環
境
が
整
備
出
来
る

反
面
、
概
算
の
経
費
は
、
建

設
費
だ
け
で
も
約
30
億
円
は

必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
現
在
の
学
校
を
利

用
し
た
場
合
、
通
学
の
利
便

性
、
立
地
条
件
等
の
判
断
に

加
え
、
学
校
施
設
の
大
規
模

な
改
修
も
必
要
に
な
る
と
考

え
る
。
い
ず
れ
の
方
法
に
し

て
も
町
の
財
源
の
確
保
が
必

要
と
考
え
る
。

　
　

保
護
者
を
中
心
に
、
現

　
　

況
説
明
と
同
時
に
再
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

と
っ
て
最
善
の
選
択
を
す
る

た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し
て

意
見
交
換
の
場
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
必
要
と
考
え
る
。

　
　

台
風
・
集
中
豪
雨
の
季

　
　

節
と
な
り
、
土
砂
災
害
、

豪
雨
災
害
が
危
惧
さ
れ
る
。

予
定
さ
れ
て
い
る
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
・
治
山
事
業

以
外
で
、
落
石
、
ひ
び
割
れ

等
地
滑
り
の
予
兆
が
見
ら
れ

た
時
の
緊
急
案
件
の
対
策
は

考
え
て
い
る
か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　

予
兆
を
発
見
し
た
場
合

は
現
地
確
認
の
上
、
優
先
的

に
対
応
す
る
。

　
　
「
避
難
勧
告
」
等
を
告

　
　

知
・
広
報
す
る
際
、
高

齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
何
か
工
夫
は
あ

る
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

住
民
等
の
皆
様
の
円
滑

な
避
難
を
実
現
す
る
た
め
本

年
３
月
に
「
避
難
勧
告
等
の

判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

策
定
し
、
高
齢
者
な
ど
に
対

し
避
難
準
備
の
段
階
か
ら
、

空
振
り
を
恐
れ
ず
、
よ
り
安

全
な
場
所
へ
の
避
難
開
始
を

呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
た
。

問

問問

問 答答

答

問問 答答

答

学
校
統
合
に
つ
い
て

学
校
統
合
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

平
成
23
年
11
月
実
施

　
（
内
海
・
豊
浜
小
中
学
校
区

　

 

の
保
護
者
対
象
）

33.4%

33.8%

32.8%

進めた方が良い、どちらかといえ
ば進めた方が良い

進めない方が良い、どちらかとい
えば進ない方が良い

どちらともいえない、わからない

中学校の統合を進めることについて統合した結果

良かった、どちらかと
いえば良かった

悪かった、どちらかと
いえば悪かった

どちらともいえない、
わからない

79.2%

5.9%

14.9%
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小
型
風
力
発
電
計
画
へ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
条

例
設
置
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
施
設
設

置
の
指
導
要
綱
・
条

例
設
置
に
つ
い
て

問問問 答

問答 答

問

問

問 答

答

答

答

空
港
沖
の
埋
立
計
画

に
つ
い
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
早
期

設
置
に
つ
い
て

　
　

町
内
の
太
陽
光
発
電
施

　
　

設
が
ど
こ
に
あ
り
、
ど

ん
な
業
者
が
設
置
し
、
ど
れ

だ
け
の
発
電
量
か
、
す
べ
て

把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

事
業
計
画
は
、
市
町
村

経
由
で
な
く
経
産
省
に
直
接

さ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
は
把
握

し
て
い
な
い
。
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

１
０
１
件
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　

現
在
の
設
置
の
問
題
点

　
　

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

環
境
調
査
、
地
域
と
の

関
係
構
築
、
土
地
開
発
の
設

計
・
施
工
、
保
守
点
検
・
管

理
体
制
、
計
画
的
な
撤
去
と

処
分
費
用
の
確
保
な
ど
が
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問

題
で
あ
る
。

　
　

町
は
、
東
浦
町
等
の
指

　
　

導
要
綱
等
を
参
考
に
災

害
防
止
、
生
活
環
境
保
全
の

た
め
に
適
正
な
条
例
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
田
中
厚
生
部
長

　
　

平
成
28
年
に
苦
情
が
１

件
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
国
や

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知

に
努
め
、
国
・
県
及
び
近
隣

の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
し

た
い
。

　
　

町
は
、
今
作
成
し
て
い

　
　

る
小
型
風
力
発
電
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
、
ど
の
よ
う
に

周
知
し
、
具
体
的
な
規
制
を

事
業
者
等
に
要
請
・
実
施
・

検
証
を
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

今
回
、
本
町
が
作
成
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な

ど
に
よ
り
公
表
し
て
い
く
。

事
業
計
画
が
認
定
さ
れ
た
事

業
者
に
は
、
経
済
産
業
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
確
認
し
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
送
付
を
行
う

と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
遵
守
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
内
に
風
力
発
電

施
設
の
設
置
予
定
の
あ
る
事

業
者
４
社
に
は
、
５
月
17
日

付
け
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
予
定
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
文
書
を
送
付
し
て
い
る
。

　
　

中
部
国
際
空
港
沖
を
埋

　
　

め
た
て
る
こ
と
は
、
漁

業
に
多
大
な
影
響
が
あ
る
。

環
境
ア
セ
ス
の
「
配
慮
書
」

「
方
法
書
」
段
階
で
も
町
と

し
て
反
対
意
見
を
表
明
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
田
中
企
画
部
長

　
　
「
配
慮
書
」「
方
法
書
」

段
階
で
、
町
と
し
て
意
見
表

明
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

　
　

今
後
の
埋
立
準
備
の
た

　
　

め
の
「
準
備
書
」「
評
価

書
」
の
ア
セ
ス
準
備
に
対
し

て
意
見
表
明
す
る
準
備
は
あ

る
か
。

　
　
田
中
企
画
部
長

　
　

漁
業
へ
の
影
響
を
調
査
・

検
討
中
で
あ
り
こ
の
結
果
も

注
視
し
て
、
漁
業
を
守
る
立

場
で
の
、
本
町
の
意
見
は
、

漁
協
等
と
も
十
分
調
整
を
図

り
な
が
ら
国
や
県
に
訴
え
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

南
知
多
町
の
「
子
育
て

　
　

支
援
事
業
」
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
で
は
27
年
度
か
ら
開
始
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
30

年
度
に
な
っ
て
も
設
置
さ
れ

て
い
な
い
。
具
体
的
な
方
向

性
は
ど
う
か
。

　
　
田
中
厚
生
部
長

　
　

こ
の
事
業
は
、一
時
的
・

臨
時
的
に
育
児
の
援
助
を
依

頼
し
た
い
人
と
協
力
し
た
い

人
が
会
員
と
な
っ
て
子
ど
も

を
預
か
る
相
互
援
助
活
動
組

織
で
あ
る
。
本
年
度
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
就
学
前
児
童

や
小
学
生
を
も
つ
保
護
者
を

対
象
に
行
い
、
利
用
意
向
や

協
力
者
の
調
査
を
し
て
、
他

市
町
の
状
況
を
確
認
し
て
検

討
し
た
い
。

内田　保議員

Ｑ 太陽光発電でも東浦町等のガイドラインを参考に
　　適正な条例・指導要綱を作成すべきでは
Ａ 国・県及び近隣の動向を注視し、検討
　 したい

一般質問

太陽光発電施設
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議
会
だ
よ
り

164
平
成
3
0
年
8
月
１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

平
成
3
0
年
6
月
定
例
会

６月定例会の会議録は、８月上旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です

９月定例会の日程（予定）
初　日

二日目

最終日

議案上程、質疑、委員会付託　等

一般質問

委員長報告、質疑、討論、採決　等

※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。
　ケーブルテレビの放送予定日

９月１７日（月）午後１０時～　地上デジタル 121ch　　
９月２３日（日）午前１０時～　地上デジタル 121ch　　

９月１０日(月) ９時３０分～

９月１２日(水) ９時３０分～

９月２６日(水) ９時３０分～

12

一般質問、その後どうなった？
　
平
成
29
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
災
害
時

「
２
次
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
」
に
関
し
、

次
の
よ
う
な
質
疑
・
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

安
全
性
を
考
え
、
内
海
高
校
、
JA
の
知

　
　

多
南
部
花
き
セ
ン
タ
ー
、
大
地
の
丘
を

災
害
時
に
お
け
る
２
次
避
難
所
と
し
て
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
　

内
海
高
校
近
辺
は
イ
ン
タ
ー
も
近
く
災

　
　

害
時
に
利
用
さ
せ
て
頂
け
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

　
そ
の
後
、
内
海
高
校
近
辺
の
災
害
時
の
施

設
利
用
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
30
年
２
月
７
日
、
町
は
JA
あ
い
ち
知

多
と
災
害
時
等
に
お
け
る
施
設
利
用
の
協
力

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

　

平
成
30
年
６
月
１
日
、
町
は
愛
知
県
立
内

海
高
校
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
学
校
施
設

の
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
以
前
よ
り
協
定
を
締
結
し
て

い
る
大
地
の
丘
と
併
せ
、
内
海
高
校
近
辺
の

災
害
時
防
災
拠
点
化
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

ＱＡ

知多南部花きセンター　内海高校　
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